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令和８年度 第１回 袖ケ浦市地域総合支援協議会 

 

１ 開催日時  令和８年６月２５日（木）  午前１０時開会 

 

２ 開催場所  袖ケ浦市役所 北庁舎３階 ３－１会議室、３－２会議室 

 

３ 委員名簿 

会 ⾧ 関口 幸一 委 員 関口 三枝子 

委 員 手塚 正二 委 員 平島 吉隆 

委 員 松橋 達也 委 員 井上 光孝 

委 員 清川 織恵 委 員 並木 美幸 

委 員 清水 由明 委 員 本田 とよ子 

委 員 小野 隆司 委 員 山上 拓也 

委 員 田中 敦則 

 

 （欠席委員） 

副会⾧ 石井 啓 委 員 剣持 敬太 

委 員 星野 恵美子 委 員 大熊 賢滋 

委 員 近藤 英子 委 員 池田 美里 

委 員 岩井 慎也 

 

４ 出席職員 

障がい福祉課  課⾧  成清 和弘 

        支援班⾧  作本 祐美子 

支援班総括社会福祉士  石井 尚美 

 

５ 傍聴定員と傍聴人数 

傍聴定員  ５人 傍聴人数  0 人 

 

６ 議 題 

（１）役員の選出について 

（２）袖ケ浦市地域総合支援協議会について 

（３）袖ケ浦市障がい者福祉基本計画（第４期）の見直し並びに袖ケ浦市障がい福祉計画（第８期）及び

袖ケ浦市障がい児福祉計画（第４期）の策定について 

（４）基幹相談支援センターの機能強化について 

（５）その他 
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議 事 

発 言 者 発言内容・決定事項等 

 

 

事務局（作本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

粕谷市⾧ 

 

事務局（作本） 

 

 

各委員 

 

 開 会 

 

定刻となりましたので、ただ今より、令和８年度第１回袖ケ浦市地域総合支援協

議会を開会いたします。 

本日はお忙しい中ご出席いただきありがとうございます。ただ今の出席委員は１

３名であり委員の過半数が出席していますので、袖ケ浦市地域総合支援協議会設置

要綱第６条第２項に規定するとおり、会議が成立したことをご報告いたします。な

お、石井委員、剣持委員、星野委員、大熊委員、近藤委員、池田委員、岩井委員か

ら欠席のご連絡をいただいていることも併せてお伝えいたします。 

次に、本日の会議は袖ケ浦市附属機関等の会議の公開に関する要綱に基づき公開

となっており、傍聴の受付を行いましたが、傍聴の申し込みはありませんでしたの

でご報告申し上げます。 

また、会議の公開にあたり本日の協議会は会議録作成のため録音させていただ

き、要点筆記により取りまとめ会議録を公開させていただきますので、ご了承くだ

さい。 

 続きまして、本日の会議資料の確認をさせていただきます。机上に配付させてい

ただきました資料ですが、次第、議題２、議題３－１、議題３－２、議題３参考資

料、議題４となります。不足等はございませんか。 

では、次第に沿って進めさせていただきます。 

 

それでは、ただ今より、袖ケ浦市地域総合支援協議会委員の辞令を交付させてい

ただきます。 

粕谷市⾧から、席次の順に委員の皆様に辞令を交付いたします。 

 

（各委員に辞令を交付） 

 

続きまして、粕谷市⾧よりご挨拶申し上げます。 

 

（市⾧挨拶） 

 

ありがとうございました。本日の会議が、委員改選後にお集まりいただく初めて

の会議となりますので、席次順に順次自己紹介をお願いいたします。 

 

（委員自己紹介） 
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事務局（作本） 

 

 

事務局職員 

 

事務局（作本） 

 

事務局 

（成清課⾧） 

 

 

 

 

 

 

 

 

清川委員 

 

事務局 

（成清課⾧） 

 

事務局（作本） 

 

 

 

 

事務局 

（成清課⾧） 

 

各委員 

 

事務局 

（成清課⾧） 

 

 

関口会⾧ 

 

ありがとうございました。引き続き、本日出席しております職員を紹介いたしま

す。 

 

（職員自己紹介） 

 

粕谷市⾧は公務がございますので、ここで退席させていただきます。 

 

これより議事に入ります。 

本協議会の議⾧につきましては、袖ケ浦市地域総合支援協議会設置要綱第６条第

１項の規定により会⾧が務めることとなっておりますが、現時点では会⾧が選出さ

れておりませんので、私の方で仮の議⾧を務めさせていただきます。 

お手元の次第に沿って進めさせていただきます。初めに、議題１の「役員の選出

について」を議題といたします。 

袖ケ浦市地域総合支援協議会設置要綱第５条の規定により、協議会に会⾧及び副

会⾧を委員の互選により選出することとなっております。選出方法についてはいか

がいたしましょうか。 

 

事務局に案があれば、お願いしたいと思います。 

 

ただ今、事務局に案があればというご発言をいただきました。委員の皆さまにご

異存が無いようであれば、事務局からの案があれば説明願います。 

 

事務局といたしましては、地域総合支援協議会の発足以来、相談支援事業をはじ

めとする地域の障がい福祉、また地域総合支援協議会の実務者会においても中心的

な役割を果たし、ご尽力いただいている前会⾧の関口幸一委員及び本日欠席してお

りますが、前副会⾧の石井啓委員に継続してお願いできないかと考えております。 

 

ただ今、事務局から、会⾧に関口委員、副会⾧に石井委員との案が提示されまし

たが、皆様いかがでしょうか。 

 

「異議なし」の声 

 

それでは、ご異議が無いようでしたら、皆さま賛成ということで、会⾧に関口幸

一委員、副会⾧に石井啓委員と決定させていただきます。関口会⾧からご挨拶をい

ただきたいと思います。 

 

（挨拶） 
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事務局 

（成清課⾧） 

 

 

関口会⾧ 

 

 

事務局（作本） 

 

関口会⾧ 

 

 

 

 

関口会⾧ 

 

松橋委員 

 

 

 

 

 

 

関口会⾧ 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。それでは、会⾧が決定いたしましたので、ここからの

議事進行につきましては関口会⾧にお願いいたします。関口会⾧には議⾧席へご移

動をお願いいたします。 

 

それでは、早速、議事に入ります。議題２の「袖ケ浦市地域総合支援協議会等の

構成について」事務局より説明をお願いします。 

 

――議題２「袖ケ浦市地域総合支援協議会等の構成について」の説明―― 

 

ありがとうございました。何か確認したいこと、ご質問がありましたら挙手にて

お願いします。 

 

（松橋委員挙手） 

 

松橋委員、お願いします。 

 

私はこの協議会の運営に初めて関わらせていただきます。市原市では同じような

委員を務めてきましたが、一つ確認したいのが、この委員の委嘱についてです。２

０名以内で組織するということですけれども、委員は次に掲げるもののうち、市⾧

が委嘱するという表記がございますが、この２０名の方というのは、例えば公募の

委員も含まれているのかなど、その選び方についてお尋ねしたいと思います。どの

ような形でこの委員が選ばれていくのかそのプロセスを教えていただきたい。 

 

松橋委員からの質問に対し、事務局より回答をお願いします。 

 

それでは説明させていただきます。 

こちらの協議会委員の選定に当たりましては、第 3 条で規定されている各分野か

ら委員をお願いしております。 

その上で障害者支援関係機関関係者、障害者支援関係機関以外の福祉機関関係

者、ここでいう（２）及び（3）につきましては、袖ケ浦市社会福祉施設等連絡協

議会の方に推薦をお願いしまして委員の方を推薦をいただいているところです。 

また（４）から（７）については、それぞれ君津健康福祉センター、社会福祉協

議会、行政ということで、それぞれの分野から１名ないし２名を選出いただいて、

人数を割り振っております。また（１）の障害者本人及びその家族並びに関係団体

関係者につきまして、まず障害者本人につきましては、手塚様が今回も委員をお引

き受けいただいたのでお願いしております。 

また、その家族並びに関係団体というところにつきましては、手をつなぐ育成会

の方に推薦をお願いしまして担っていただいている状況となっております。 
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関口会⾧ 

 

関口会⾧ 

 

 

 

 

事務局（作本） 

 

関口会⾧ 

 

 

 

 

関口会⾧ 

 

井上委員 

 

 

 

 

 

 

 

関口会⾧ 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

現在、２０名を定員としており、それぞれの分野から選出していただいたとこ

ろ、余剰枠がなかったことから公募という形はとっておりませんでしたが、こちら

については、協議会の中で公募枠があった方がいいのではないかというご意見等が

あれば、見直しを考えていきたいと考えているところでございます。 

 

他に、ご質問などありますか。 

 

 他に無いようでしたら、次の議事へ移ります。それでは、議題３「袖ケ浦市障が

い者福祉基本計画（第４期）の見直し並びに袖ケ浦市障がい福祉計画（第８期）及

び袖ケ浦市障がい児福祉計画（第４期）の策定について」事務局より説明をお願い

します。 

 

――議題３「計画の策定概要と策定スケジュール」の説明―― 

 

ありがとうございました。何か確認したいこと、ご質問がありましたら、挙手に

てお願いします。 

 

（井上委員挙手） 

 

井上委員、お願いします。 

 

私はこの会の下部組織だと認識しているんですが、実務者会というのがあります

よね。その実務者会のところには様々な関係者の方々が集まって検討を進めていま

す。私はその実務者会の中で検討された内容や課題が出されて、それがこの総合支

援会議の中で発表されて報告されるということでしたよね。課題やそのあたりの論

点整理がある程度出てきて、そしてこれが福祉計画等に反映されているというよう

に思っていたのですが、説明を聞くと実務者会からの意見聴取や反映というのが見

えてこなかったのですがその辺りの説明をお願いします。 

 

井上委員からの質問に対し事務局より回答をお願いします。 

 

 今おっしゃっていただいたように、この下部組織として実務者会では様々な分野

の方がご参加いただき、複数のチームにわかれて課題の検討を行っていただいてお

ります。 

障がい者福祉基本計画と障がい福祉計画、障がい児福祉計画の立ち位置としまし

て、障がい者福祉基本計画については、現場での課題や見直し、また利用者さん側

の新しい取り組み等がもしあれば、それを記載していきます。要は市・行政が行う

べきこと、また民間の各事業者さんへお願いしていかなければいけないこと、そう
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関口会⾧ 

 

田中委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いったものを基本計画の方で記載をしていくという流れになります。 

今回新しく作る障がい福祉計画と障がい児福祉計画につきましては、この袖ケ浦

市内でどのような規模で、その障害者福祉を提供していくかという数値目標や活動

目標を設定していくものとなりますので、実務者会で検討いただいている実際の課

題というより、どういった事業者さんたちに協力いただいて、どこまでの規模のサ

ービスを提供するのかを設定していくものとなりますので、実務者会で検討いただ

いている内容としましては、障がい者福祉基本計画の見直しの方に活用させていた

だきたいと考えております。 

先程の説明にありましたが６年計画となりますので、障がい者福祉基本計画を策

定していた当初では大量の情報を盛り込むこともできましたが、今回は幹の部分は

維持のまま、新しい課題があればそれを上乗せする、もしくは解消していたらそれ

を減らすといった作業を行いますので、その追加や削除といった作業をやっていく

中で実務者会からの意見を取り入れて進めていきたいと考えております。 

 

（田中委員挙手） 

 

田中委員、お願いします。 

 

先ほど松橋委員からご質問いただきましたので、改めて委員の選任について、少

し補足でご説明しようかと思っておりましたが、事務局から説明させていただきま

した要綱の中で、第６条第４項で協議会は必要に応じて委員以外の者の出席を求

め、意見若しくは説明を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができると規定

されております。 

したがいまして、私も含めて、委員の皆様というのは、先程申し上げたそれぞれ

の選出区分から選出されてはいるんですけれども、必要な情報や意見等というの

は、今後この計画について協議や提言をしていただくにあたって必要になってくる

ものもあろうかと思います。いただいたものを全て計画に反映するかどうかは別と

しても、今お話のありました実務者会議の中で出た意見や課題を踏まえて、それを

どう計画に反映させていくのか、あとはパブリックコメントで今後最終的な形がで

きましたら、市民の皆様に意見を聞くことになっています。当然国の指針に基づい

て計画を作っていきますので、そこから極端に外れた意見についてはあくまでも参

考という形になってくるかと思いますが、色々なところで意見を伺う中で、実務者

会議の中での課題や意見等があれば、それは協議会として、直接発言してもらうこ

とや書類という形で出してもらうなど、計画にどう反映させていくのか、どういう

形で計画を作っていくかというのは、この中で協議する機会があろうかと思います

ので、必要であれば事務局にお声がけいただいて、その意見を出していただいて、

検討させていただければと思っておりますのでご理解いただければと思います。 
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関口会⾧ 

 

 

 

関口会⾧ 

 

並木委員 

 

 

 

 

関口会⾧ 

 

事務局 

 

 

 

 

関口会⾧ 

 

 

 

関口会⾧ 

 

松橋委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

関口会⾧ 

 

事務局 

 

 

他に、ご質問などありますか。 

 

（並木委員挙手） 

 

並木委員、お願いします。 

 

５ページの（１）のアンケート調査すが、数値目標をとるためのアンケートで、

４３事業所に配布したアンケートで２２事業所から回答があったとのことで、約半

数と認識しているのですけれども、この半数の回答で計画策定に至るのでしょう

か？ 

 

並木委員からの質問に対し事務局より回答をお願いします。 

 

今回の計画策定にあたってはコンサル事業者にも入っていただいて、そこと話し

合いをしております。その中でもやはり２２は少ないという意見もいただいており

ますので、必要に応じて、再度お答えいただけなかった事業者さん等に声をかけさ

せてもらうなどの対応を図りたいと考えております。 

 

他に、ご質問などありますか。 

 

（松橋委員挙手） 

 

松橋委員、お願いします。 

 

質問ではなく、意見です。 

４ページの３の（２）、基本指針の見直しの主なポイント及び成果目標について

というところで、成果目標についての２行目、国の数値を考慮しつつ、本市の実情

を勘案して設定しますとありますが、この部分が肝だと思っています。どうしても

計画を立てるときに、国に右へ倣えで、国が示した枠から出られない市町村があり

ますが、やはり地域によって社会資源も違うしニーズも違うので、この部分が本当

に一番肝になると思っていますので、この文言が入っているということは非常に心

強いなというふうに思いました。 

 

何か事務局ありますか。 

 

 貴重な意見ありがとうございます。 

こちらとしても、国の言うとおりに作るというのは実態を見ていないということ

になりかねないと考えておりますので、事業所の皆さんであったり利用者の皆さん
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関口会⾧ 

 

 

事務局（石井） 

 

関口会⾧ 

 

 

 

 

関口会⾧ 

 

松橋委員 

 

 

 

 

 

関口会⾧ 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

松橋委員 

 

関口会⾧ 

 

松橋委員 

 

事務局 

の声というのを聞きつつ計画を進めていきたいと思っておりますので、ご理解いた

だければと思います。 

 

他に無いようでしたら、議題４「基幹相談支援センターの機能強化について」事

務局より説明をお願いします。 

 

――議題４「基幹相談支援センターの機能強化について」の説明―― 

 

ありがとうございました。何か確認したいこと、ご質問がありましたら挙手にて

お願いします。 

 

（松橋委員挙手） 

 

松橋委員、お願いします。 

 

そもそも基幹相談支援センターの現在の体制とそれに対する行政の関わりの度合

い、市がどの程度関与されているのかというところを今一つ理解できていないとこ

ろがありますので、現状の体制がどうなっているのか、それに対して今回からこう

いうふうになりますという、ご説明をいただいた方がわかりやすいかなと思います

のでよろしくお願いします。 

 

松橋委員からの質問に対し事務局より回答をお願いします。 

 

それでは事務局よりご説明します。 

昨年度までは基幹相談支援センターの職員は１名配置という形でしたが、今年度

より 1 名増加ということで、毎日 2 名配置した形になっております。障がい福祉課

の隣の部屋が相談室となっておりまして、相談員だけだと難しい相談があった場合

には随時一緒に話を聞いたり、その場で一緒に対応を考えたりといったこともして

おります。また週 1 回程度、個別支援会議ということで、基幹の相談と個別のケー

スについて必要な検討を持つという機会を持っております。 

 

 基幹の相談員は施設協の方ですか？ 

 

えがお袖ケ浦です。それとは関係ありません。 

 

この基幹の相談員は市の職員の方ですが？直営ですか？  

 

 市から委託をしております。 
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松橋委員 

 

 

事務局 

 

 

 

松橋委員 

 

事務局 

 

 

 

 

松橋委員 

 

 

 

関口会⾧ 

 

清川委員 

 

 

事務局 

 

 

清川委員 

 

関口会⾧ 

 

事務局 

 

清川委員 

 

事務局 

 

清川委員 

  

 その方が今まで１名だったものが２名になりますよということですね。市の職員

が基幹の担当として１名だったのが市も２名になったとのことですね。 

 

 市は１名で、私が主にやっておりますが、私が対応できない時にもう１人の社会

福祉士も合わせて対応しながら、常にバックアップを取れるような体制で動いてお

ります。 

 

 ということは、官民で繋がってしっかりと対応できているということですね。 

 

 基幹相談センターで判断できる内容はもちろん責任を持ってお願いしているとこ

ろではありますが、やはりどうしても相談の中で複雑化しているものや、重層的な

ケースであったりすると、市の方から、例えば別の課に繋いだりというような形で

連携を取れるようにサポートをしております。 

 

 理解できました。ありがとうございます。 

 

（清川委員挙手） 

 

清川委員、どうぞ。 

 

ケアセンターさつきの清川です。実際に基幹にいる職員さんは何人ですか？日替

わりでいろんな方がいらっしゃいますが、何人おりますか？ 

 

主に今年度は基本的には２名なので、2 名はほぼ固定という形にはなっておりま

す。 

 

2 名は分かりましたが、全員で何人いるんですか？ 

 

 もしかしたら、えがおと混同されていらっしゃるかもしれないですね。 

 

 今は 4 名の方が 2 名ずつ来ていただいています。 

 

 そのうち主任は何名いらっしゃいますか？ 

 

 主任はいまはおりません。 

 

 わかりました。ありがとうございます。 
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関口会⾧ 

 

井上委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井上委員 

 

関口会⾧ 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（井上委員挙手） 

 

どうぞ。 

 

今のところで、基幹相談センターはえがおと認識していたのですが、会⾧は違う

と言っていて、今こちらの話を聞いてると、どうやらそれはえがおで、そこら辺が

よくわかりません。 

 

補足の説明をさせていただきたいと思います。 

まず基幹相談支援センターとえがお袖ケ浦は、別の組織体という形になっており

ます。まず、えがお袖ケ浦の方から説明させていただきます。えがお袖ケ浦につき

ましては、先ほど冒頭触れました施設連絡協議会へお願いしている事業所という形

になっております。立ち位置としては、相談支援事業所ということで相談業務を請

け負ってもらうということで、市から委託をしているということになっています。 

それとは別に各相談支援事業所の連絡相談先として設置するために基幹相談支援

センターを設けておりまして、そこが同じ場所にあるので、ちょっと混同しやすい

部分があるのですが、基幹相談支援センターと相談支援事業所えがお袖ケ浦、それ

ぞれが運用されているという状態になっております。 

そこにいる方々を、基本的には別で人数が配置されておりまして、えがおは日々

1 人の方が配置されるようにしていて、基幹相談支援センターが 2 名配置されてい

るので、同じ場所に３名の方が実際いるような形にはなっております。 

 

 ありがとうございます。 

 

他にご質問などありますか。 

他に無いようでしたら議題５「その他」事務局から何かありますか。 

 

それでは事務局よりご連絡いたします。 

会議録作成について、開会時に事務局よりお伝えいたしましたが、会議録を事務

局の方で作成し委員の皆様に送付いたしますので内容をご確認の上、修正等ありま

したらご連絡いただければと思います。皆様の確認が終わりましたら、公開させて

いただきたいと思います。 

次に、今年度の総合支援協議会の日程についてお知らせします。次回、第２回の

総合支援協議会は１０月５日（月）午前１０時からを予定しております。次回会議

には、計画策定業務を委託している事業者の参加を予定しております。その後につ

いては、先ほどのスケジュールをご確認いただければと思いますが、状況により書

面開催も検討しておりますのでよろしくお願いいたします。 
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関口会⾧ 

 

 

事務局（作本） 

 

 

 

 

ありがとうございました。これですべての議題が終わりましたので議⾧の任を解

かせていただきます。皆さまご協力ありがとうございました。 

 

関口会⾧、ありがとうございました。 

以上をもちまして袖ケ浦市地域総合支援協議会を閉会といたします。本日は⾧時

間にわたる慎重審議、誠にありがとうございました。 

 



令和８年度 第１回袖ケ浦市地域総合支援協議会 

 
日時 令和８年６月２５日（木）     

午前１０時００分から       
場所 袖ケ浦市役所北庁舎３階 

会議室３－１、２ 

 

次   第 

１ 開会 

２ 辞令交付 

３ 市長あいさつ 

４ 出席者自己紹介 

５ 議題 

（１）役員の選出について 

（２）袖ケ浦市地域総合支援協議会について 

（３）袖ケ浦市障がい者福祉基本計画（第４期）の見直し並びに

袖ケ浦市障がい福祉計画（第８期）及び袖ケ浦市障がい児

福祉計画（第４期）の策定について 

（４）基幹相談支援センターの機能強化について 

（５）その他 

６ 閉会 
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障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律【抜粋】 

 

（協議会の設置） 

第八十九条の三 地方公共団体は、単独で又は共同して、障害者等への支援の

体制の整備を図るため、関係機関、関係団体並びに障害者等及びその家族並

びに障害者等の福祉、医療、教育又は雇用に関連する職務に従事する者その

他の関係者（次項において「関係機関等」という。）により構成される協議

会を置くように努めなければならない。 

 

２ 前項の協議会は、関係機関等が相互の連絡を図ることにより、地域におけ

る障害者等への支援体制に関する課題について情報を共有し、関係機関等の

連携の緊密化を図るとともに、地域の実情に応じた体制の整備について協議

を行うものとする。 

 

 

議題２ 資料 
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○袖ケ浦市地域総合支援協議会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平

成17年法律第123号）第89条の３第１項の規定により、障害者又は障害児へ

の支援体制の整備を図るとともに、障害を理由とする差別の解消の推進に

関する法律（平成25年法律第65号）第17条第１項の規定により、障害を理

由とする差別を解消するための取組を効果的かつ円滑に行うため、袖ケ浦

市地域総合支援協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

（協議事項） 

第２条 協議会は、次に掲げる事項を協議し提言する。 

(１) 相談支援体制の状況把握、評価及び整備方策に関すること。 

(２) 相談支援機能強化事業による相談支援体制に関すること。 

(３) 社会資源の開発、改善に関すること。 

(４) 複数の支援が必要な事例への対応に関すること。 

(５) 障害者の雇用促進に関すること。 

(６) 袖ケ浦市障害者福祉基本計画及び袖ケ浦市障害福祉計画の策定及び

見直しに関すること。 

(７) 障害を理由とする差別の解消に関すること。 

(８) その他障害福祉に関すること。 

（組織） 

第３条 協議会は、委員20人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。 

(１) 障害者本人及びその家族並びに関係団体関係者 

(２) 障害者支援関係機関関係者 

(３) 障害者支援関係機関以外の福祉機関関係者 

(４) 保健、福祉及び医療機関関係者 

(５) 教育機関関係者 

(６) 雇用機関関係者 

(７) 行政機関関係者 

(８) その他市長が必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（役員） 

第５条 協議会に会長１人及び副会長１人を置き、委員の互選によりこれを

定める。 

２ 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときは、そ

の職務を代理する。 

（会議） 
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第６条 協議会の会議は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 協議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 協議会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のとき

は、議長の決するところによる。 

４ 協議会は、必要に応じて、会議に委員以外の者の出席を求め、意見若し

くは説明を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 

（秘密の保持） 

第７条 委員は、委員であることにより知り得た個人情報を他に漏らしては

ならない。又、解職後も同様とする。 

（個人情報の保護） 

第８条 委員は、委員であることにより知り得た個人情報を個人情報の保護

に関する法律（平成15年法律第57号）及び袖ケ浦市個人情報の保護に関す

る法律施行条例（令和４年条例第16号）に定めるところにより個人の権利

利益を害することのないよう、個人情報を適正に取り扱わなければならな

い。 

（庶務） 

第９条 協議会の庶務は、福祉部障がい福祉課において処理する。 

（委任） 

第10条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、

会長が別に定める。 

 



 

－ 1 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

袖ケ浦市障がい者福祉基本計画（第４期） 

袖ケ浦市障がい福祉計画（第８期） 

袖ケ浦市障がい児福祉計画（第４期） 

 

策定概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

袖ケ浦市 福祉部 

障がい福祉課 
 

 

 

 

 

議題３－１ 資料 



－ 2 － 

袖ケ浦市障がい者福祉基本計画（第４期）の見直し並びに 

袖ケ浦市障がい福祉計画（第８期）及び 

袖ケ浦市障がい児福祉計画（第４期）の策定について 

 



 

－ 3 － 



－ 4 － 



 

－ 5 － 

 



－ 6 － 



議題３ー２　資料

5

5

21

(2月予定)

25 5 13 26 16

計画策定業者契約

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒

⇒

⇒ ⇒

18 18

政策調整会議 11 9

18 25

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

計画作成作業関係

障がい福祉計画【骨子案】の作成

障がい福祉計画【素案】の作成

関係各課等への照会（素案の内容確認）

①障がい福祉制度・施策をめぐる制度改正の動向把握と課題整理

②地域の概況等、障がい者等の実態現状把握

③障害福祉サービスの給付実績集計・分析

障がい福祉計画【案】の作成※パブコメ前

障がい福祉計画【最終】の作成※パブコメ後

袖ケ浦市第４期障がい者福祉基本計画（中間見直し）、第８期障がい福祉計画及び第４期障がい児福祉計画　策定スケジュール（案）

袖ケ浦市障がい者福祉計画等検
討委員会
（庁内組織）

①計画概要、策定スケジュール

②アンケート集計結果、現計画評価結果、計画骨子案

④パブコメ実施結果等

３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 ２月

③計画素案（パブコメ前）

１１月

県意見聴取（障害者総合支援法第88条第11項他）

項　　　　目
令和８年
１月

２月 ３月

集計・分析（事業者）

作
業

現状把握及び課題分析

袖ケ浦市地域総合支援協議会
（外部有識者組織）

関係各課等への照会（取組事業等に係る確認及び洗い出し）

パブコメ手続関係

政策会議

全員協議会

広報、ホームページ

事業所アンケート
事業所アンケート（市）

１２月
令和９年
１月

執行伺
3/6〆

4/13-15
入札期間
開札4/16
契約4/21
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議題４ 資料 
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